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「SDGs達成に向けた日本の祭りと生物多様性保全プロジェクト」

亀崎潮干祭から考える

三河湾のあさり



亀崎潮干祭とは
〇 半 田 亀 崎 が 尾 州 廻 船 で 潤 っ た 江 戸 時 代 後 期 に 完 成 、 毎 年 ５ 月 連 休

〇 潮 干 祭 で は 、 ５ 組 5 輌 の 山 車 町 内 運 行 、 海 浜 へ の 引 お ろ し が 見 所

〇 各 組 の 組 員 は 数 百 、 祭 人 は 神 崎 神 社 の １ 年 の 例 祭 に 参 加

〇 組 組 織 の 充 実 、 山 車 の 補 修 資 金 確 保 な ど が 課 題



潮干祭の御馳走ー串あさり
4月の最も美味な時期のあさりを干物にし、軽くあ

ぶり、また天ぷらにして祭客をもてなす



亀崎潮干祭とアサリ
伊勢湾台風・砂浜の消失
＝＞山車の曳き下ろしのため
人工海浜造成ー＞アサリ生息

しかしながら、串あさりに必
要なあさりが得られない状況

＜三河湾の環境悪化・あさり激減＞
・赤潮や青潮による海の酸素不足
・底質の悪化
・生息地である干潟の減少
・ツメタガイの食害
・その他（栄養塩？）





３００年継承されている亀崎潮干祭
は地元の生物多様性で成立

〇亀崎及びその周辺で採取できる自然の恵みを活用
・清めのしめ縄、祭り装束のわらじ・・・稲わら
・祭り時の串あさりでのおもてなし・・・あさり
・ゴマの材料木・・・黒松（知多半島には赤松はない）
・山車の材料木・・・檜、欅など
・祭りの装束、手ぬぐい・・・木綿

〇海浜の再生、保全
・祭り会場となる海浜の周囲に黒松林を育林中（日本の海浜で
黒松林が減少、地球温暖化で今後加速）

・祭り広場の海浜では毎月漂着ごみを回収、清掃
・山車の輪（ゴマ）はわずかに残る干潟に埋めて保存
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